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	七月は差別をなくす強調月間
	議長西村氏、副議長小嶋氏　六月定例市議会で選出
	就任ごあいさつ　奈良市議会議員　　西村孝春
	「市民ふれあい運動」を推進　
	7月14日　初の推進大会開く　人間関係温め「住んでよかった」奈良市実現へ
	市議会で全案件成立
	電算機の記録項目と主な処理状況
	差別解消へ積極的取り組みを　奈良市長　西田栄三
	“三本の柱”で解放運動展開　身元調査をしない運動
	正しい歴史観・職業観
	同和対策推進のための正しい理解と認識
	同和問題を考える
	急斜面かけ降りて放水　名勝守る林野防火訓練
	都跡・平城東両中学校が開校記念式
	障害者に”ミニ農園”　総合福祉センターに完成
	水道　給水装置の工事は公認業者に依頼を
	平城・青山両プール　11日からオープン
	伝統芸能の夕べ　管絃と舞楽を上演　申し込み15日まで
	外国人留学生と交歓のつどい　21日一条高校で
	使用済み乾電池　毎週「燃やせないゴミ」の日に　ボタン型乾電池は販売店へ
	大型有害ゴミ収集

